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青森県とベトナムの
文化交流を推進する会

細谷町内会

プライフーズ細谷工場

AOMORI 花嵐桜組

×

×

×多
文
化
共
生
へ
向
け
て

　　　　

今
回
の
交
流
会
開
催
に
携
わ
っ

た
青
森
県
と
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
交

流
を
推
進
す
る
会
の
代
表
で
あ

り
、
青
森
県
国
際
交
流
協
会
の
常

務
理
事
で
あ
る
角
さ
ん
は
、
こ
の

交
流
会
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う

に
語
り
ま
す 

―
―
―
。

　　　

　

1
月
27
日
、
お
お
ぞ
ら
小
学
校

で
プ
ラ
イ
フ
ー
ズ
細
谷
工
場
に
勤

め
る
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
と

細
谷
地
域
の
住
民
ら
と
の
交
流
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
『
青

森
県
と
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
交
流
を

推
進
す
る
会
』『
細
谷
町
内
会
』

食
品
会
社
の
『
プ
ラ
イ
フ
ー
ズ
㈱

細
谷
工
場
』
そ
し
て
よ
さ
こ
い

チ
ー
ム
の
『AO

M
O

RI

花
嵐
桜

組
』
が
協
同
し
行
っ
た
も
の
で
、

初
め
て
の
試
み
で
し
た
。

　

当
日
は
、
プ
ラ
イ
フ
ー
ズ
細
谷

工
場
に
勤
め
る
ベ
ト
ナ
ム
人
約
60

人
、
細
谷
町
内
会
員
約
30
人
が
参

加
。
さ
ら
に
、
青
森
県
と
ベ
ト
ナ

ム
の
文
化
交
流
を
推
進
す
る
会
が

招
い
たAO

M
O

RI

花
嵐
桜
組
が

加
わ
り
、
よ
さ
こ
い
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
目
の
前
で

見
る
踊
り
の
迫
力
に
歓
声
を
上

げ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、AO

M
O

RI

花

嵐
桜
組
が
ベ
ト
ナ
ム
語
で
ベ
ト
ナ

ム
の
歌
を
披
露
し
た
り
、
参
加
者

全
員
で
よ
さ
こ
い
踊
り
や
盆
踊
り

を
す
る
な
ど
し
、
最
後
に
は
細
谷

町
内
会
が
つ
く
っ
た
長
い
も
す
い

と
ん
、
豆
し
と
ぎ
、
プ
ラ
イ
フ
ー

ズ
細
谷
工
場
で
つ
く
っ
た
ベ
ト
ナ

ム
風
の
焼
き
鳥
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
な

ど
が
振
舞
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
合

い
ま
し
た
。

　

日
本
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
を
問
わ

ず
参
加
者
は
大
い
に
こ
の
交
流
会

を
楽
し
ん
だ
様
子
で
「
ま
た
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
参
加

し
た
い
で
す
」「
相
手
に
親
し
み

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
な

ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
の
開
催
に
携
わ
っ
た
各

団
体
は
、
日
頃
か
ら
各
自
で
ベ
ト

ナ
ム
人
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
4
者
に
よ
る
活
動
は
初
め

て
の
こ
と
で
す
。
こ
の
経
験
を
活

か
し
、
今
後
も
交
流
活
動
に
励
ん

で
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

細谷地区に住むベトナム人技
能 研 修 生 と 地 域 住 民 ら と の
交流を深めようと、『青森県
とベトナムの文化交流を推進
する会』『細谷町内会』『プラ
イフーズ㈱細谷工場』そして
よさこいチームの『AOMORI
花
はなあらしさくらぐみ

嵐 桜 組』が協同し、よさこ
い踊りなどを通じた交流会を
開きました。

※上の写真は、左から AOMORI 花嵐
　桜組、プライフーズ細谷工場、青森
　県とベトナムの文化交流を推進する
　会、細谷町内会の交流会実行担当者。

ここでは、その取り組みや背
景などを詳しく取り上げます。

ベトナム人
技能実習生との

交 流

青
森
県
と
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化

交
流
を
推
進
す
る
会

代
表　

角す
み  

俊
行　

さ
ん
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青
森
県
と
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
交

流
を
推
進
す
る
会
は
、
そ
の
名
の

と
お
り
青
森
県
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の

文
化
交
流
を
深
め
て
い
く
た
め
、

平
成
28
年
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

文
化
交
流
を
深
め
る
に
は
自
身

の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
前
に

相
手
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が

基
本
で
す
の
で
、
私
は
す
ぐ
現
地

調
査
の
た
め
ベ
ト
ナ
ム
に
行
き
ま

し
た
。
や
は
り
実
際
に
触
れ
な
け

れ
ば
知
り
得
れ
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
日
本
の
よ
さ
こ
い
踊

り
や
コ
ス
プ
レ
な
ど
の
文
化
が
ベ

ト
ナ
ム
で
流
行
し
て
い
る
こ
と
も

こ
の
と
き
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
回
の
よ
さ
こ
い

踊
り
に
よ
る
体
験
型
の
交
流
会
を

検
討
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
回
県

内
で
初
め
て
開
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
外
国
人
の
労
働
者
、
観

光
客
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
こ
の
交
流
会
が
多
文
化
共
生

の
1
つ
の
モ
デ
ル
と
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ほ
か
の
団

体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
交
流
活

動
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

愛 されることより　  愛 することを。

理解 されることよりは　  理解 することを。

―   マザー・テレサ   ―



ナ
ム
人
技
能
実
習
生
と
の
交
流
を

さ
ら
に
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
青
森
県
と
ベ
ト
ナ
ム
の

文
化
交
流
を
推
進
す
る
会
か
ら
提

案
が
あ
り
今
回
の
交
流
会
の
開
催

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

青
森
県
内
の
外
国
人
労
働
者
数

は
昨
年
10
月
末
現
在
で
3
１
３
7

人
。
届
け
出
が
義
務
化
さ
れ
て
以

降
最
高
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
国

別
で
は
ベ
ト
ナ
ム
が
約
4
割
で
最

多
。
次
い
で
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
続
き
ま
す
。
全
国
的
に
人
手
不

足
が
続
く
中
、
積
極
的
に
外
国
人

労
働
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
4

月
か
ら
新
し
い
出
入
国
管
理
法
が

施
行
さ
れ
、
国
は
さ
ら
に
外
国
人

労
働
者
の
確
保
に
努
め
て
い
く
方

針
で
す
。

　　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
に
よ
り
、

多
文
化
共
生
が
世
界
的
に
望
ま
れ

る
中
、
こ
の
小
さ
な
交
流
会
は
、

地
域
で
で
き
る
こ
と
の
可
能
性
の

大
き
さ
と
重
要
性
を
改
め
て
示
し

て
く
れ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

細谷町内会

ベトナム人が多く住む細谷地区。
青森県とベトナムの文化交流を
推進する会の提案により、ベト
ナム人が多く勤めるプライフー
ズ細谷工場に交流会への参加を
呼びかける。

青森県とベトナムの
文化交流を推進する会
青森県とベトナムの文化交流を
深めるため平成 28 年に発足。他
団体と連携しながら交流活動に
励む。細谷町内会、AOMORI 花
嵐桜組に交流会の開催を提案。

弘前市を拠点に活動しているよ
さこいチーム。青森県とベトナ
ム の 文 化 交 流 を 推 進 す る 会 の
呼びかけにより、ベトナムの大
学のよさこいチームと交流を持
つ。

AOMORI花嵐桜組

交流会実行担当者

中村　和徳　さん

交流会実行担当者

代表　角　俊行　さん

細谷地区に食品工場があるプラ
イフーズ㈱。ベトナム人技能実
習生を受け入れている。細谷町
内会の呼びかけにより、工場で
働くベトナム人技能実習生に交
流会への参加を促す。

プライフーズ細谷工場

交流会実行担当者

代表　小野　郁子　さん

交流会実行担当者
工場長代理　澤田　裕樹　さん

の交流会
きっかけ

　

食
品
用
の
鶏
肉
の
加
工
処
理
な

ど
を
し
て
い
る
、
細
谷
地
区
に
あ

る
プ
ラ
イ
フ
ー
ズ
の
食
品
工
場
で

は
、
4
年
ほ
ど
前
か
ら
ベ
ト
ナ
ム

人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
を
機
に
細
谷
地

区
で
は
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生

が
多
く
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
1
月
末
現
在
、
市
内
に
は

２
４
２
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
暮
ら

し
て
い
る
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
細

谷
地
区
の
プ
ラ
イ
フ
ー
ズ
の
工
場

に
は
現
在
約
１
２
０
人
の
ベ
ト
ナ

ム
人
技
能
実
習
生
が
勤
め
て
お

り
、
そ
の
大
半
は
20
代
の
女
性
で

す
。

　　

細
谷
町
内
会
で
は
毎
年
夏
に
町

内
で
盆
踊
り
会
を
開
い
て
お
り
、

こ
の
と
き
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習

生
に
も
声
を
か
け
、
共
に
踊
る
そ

う
で
す
。
細
谷
町
内
会
で
は
同
じ

地
区
に
暮
ら
す
住
民
と
し
て
ベ
ト

な
ぜ
日
本
に
来
た
の
？

Ｑ
三
沢
の
印
象
は
？

Ｑ

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Ｑ

国名：ベトナム社会主義共和国
面積：32 万 9,241 km²（日本の約 90％）
人口：約 9,370 万人（2017 年）
首都：ハノイ
言語：ベトナム語

Ｑ

ベ
ト
ナ
ム
の
見
ど
こ
ろ
は
？

Ｑ

将
来
の
夢
は
？

Ｑ

ベトナム国旗
（外務省ウェブサイトより）

　

ベ
ト
ナ
ム
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
東

部
に
あ
る
社
会
主
義
共
和
制
の
国
で

す
。ASEAN

諸
国
の
中
で
も
経
済

発
展
が
著
し
く
、
日
本
企
業
も
多
く

進
出
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
日
本
と

の
外
交
関
係
樹
立
45
周
年
を
迎
え
、

日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国
で
多
く
の
記

念
文
化
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
ま
で
は
飛
行

機
で
5
～
6
時
間
と
近
く
、
時
差
は

2
時
間
（
日
本
が
午
前
10
時
の
と
き

ベ
ト
ナ
ム
は
午
前
8
時
）。
食
べ
物

で
は
フ
ォ
ー
や
生
春
巻
き
な
ど
が
有

名
で
す
。
中
国
や
フ
ラ
ン
ス
の
文
化

が
垣
間
見
ら
れ
、
観
光
地
と
し
て
も

人
気
の
国
で
す
。

【
ガ
ム
さ
ん

】
日
本
語
を
勉
強
し
、
日
本

で
色
々
な
経
験
を
し
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
ま
た
、
治
安
が
良
く
食
べ
物
も

安
全
で
、
交
通
の
便
も
良
い
か
ら
で

す
。

【
ゴ
ッ
ク
さ
ん

】
あ
と
、
日
本
人
の
真
面

目
な
性
格
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。

【
ガ
ム
さ
ん  

ゴ
ッ
ク
さ
ん

】
寒
い
で
す
（
笑
）

そ
れ
と
、
日
本
人
は
思
っ
て
い
た
と
お

り
真
面
目
で
優
し
い
で
す
。
私
た
ち
は

日
本
に
来
る
前
か
ら
日
本
語
を
勉
強

し
て
お
り
、
特
に
不
自
由
は
感
じ
ま
せ

ん
。

【
ガ
ム
さ
ん

】
料
理
を
し
た
り
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
（
笑
）

【
ガ
ム
さ
ん

】
た
だ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
小

さ
な
地
震
さ
え
あ
ま
り
な
い
の
で
地

震
が
と
き
ど
き
あ
る
の
が
怖
い
で
す
。

【
ゴ
ッ
ク
さ
ん

】
市
場
や
古
い
建
物
な
ど

は
ベ
ト
ナ
ム
ら
し
さ
が
感
じ
ら
る
の

で
お
ス
ス
メ
で
す
。

【
ガ
ム
さ
ん  

ゴ
ッ
ク
さ
ん

】
食
べ
物
の
お
ス

ス
メ
は
フ
ォ
ー
と
ベ
ト
ナ
ム
風
の
お

好
み
焼
き
。
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
に
戻
っ
て
も
ま
た
日
本
に
来
た
い
？

【
ガ
ム
さ
ん  

ゴ
ッ
ク
さ
ん

】
日
本
に
来
れ
て
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
旅
行
や
留
学
な
ど
で
ま
た
必
ず

来
た
い
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生

交流会に参加したベト
ナ ム 人 技 能 実 習 生 の
フ ァ ム・ テ ィ・ ホ ン・
ガムさん（左）、トー・
ミー・ゴックさん（右）
にご協力いただき、三
沢の印象や将来の夢な
どについて話していた
だきました。仕事、プ
ライベートとも充実し
ている様子で、終始楽
しそうに笑顔で答えて
くれました。

【
ガ
ム
さ
ん

】
ベ
ト
ナ
ム
で
日
本
語
の
先
生
を
し
た

い
で
す
。

【
ゴ
ッ
ク
さ
ん

】
ベ
ト
ナ
ム
の
日
系
企
業
で
働
き
た

い
で
す
。 【

ガ
ム
さ
ん  

ゴ
ッ
ク
さ
ん

】
お
祭
り
は
好
き

で
、
三
沢
ま
つ
り
や
航
空
祭
を
見
に
行

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

の 

想
い

※写真提供：青森県とベトナムの文化交流を推進する会

Interview

memo
ベトナムではおわんに口をつけ
てスープを飲むのは行儀が悪い
と思われてしまうそうです。
ベトナムに行ったときは、飲み
にくく感じてもスプーンを使っ
た方がいいようです。

memo
人間関係を構築するためのツー
ルとして、アルコールを利用す
る方がベトナム人には多く見ら
れるそうです。それもあってか、
ベトナムはアジア屈指のビール
消費大国なんだそうです。
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第 44 回　三沢市民俗芸能公演会
1 月 14 日

アサヒビール㈱が事前キャンプ歓迎ポスターを作成
1 月 24 日

　アサヒビール株式会社の新谷学青森支社長らが種市市長を訪
ね、三沢市で事前キャンプを実施するウィルチェアーラグビー
カナダチームを歓迎するポスターを披露しました。
　同社は 2020 年の東京オリンピック・パラリンピックのゴール
ドパートナーとして、大会を応援するためにさまざまな活動を
実施。県内でも、青森限定のデザインラベルのビールを販売す
るなどしています。日本全体でオリンピック・パラリンピック
を盛り上げていこうと事前キャンプ地のオリジナルポスター作
成も行っており、この日披露されたポスターにはウィルチェアー
ラグビーの迫力ある 1 シーンのイラストが描かれています。
　「ウィルチェアーラグビーの勢いが表現されたポスターに仕上
がりました。地域の盛り上げに少しでも力になれればと思いま
す」と語った新谷支社長。種市市長は「迫力のある立派なポスター
を作成いただき、三沢市の良い宣伝になります。ありがとうご
ざいました」と感謝を伝えました。ポスターは、同社が市内飲
食店などに配布する予定となっています。

平成 31 年　消防出初式
1 月 20 日

第 7 回 MISAWA アイスホッキー
1 月 26 日

　アイスアリーナで MISAWA アイスホッキーが開催されました。
　この競技は、にんにくをモチーフにしたヘルメット、長芋を
モチーフにしたスティック、ホッキ貝をモチーフにしたパック
と、三沢市の特産物が盛りだくさんな氷上のホッケー。基地内
の米国人と地域の人々がお互いのことをよく知り、友達になっ
てもらうきっかけづくりにと、東北防衛局が開催しています。
第 7 回目となる今回は日米の小学生 19 チーム、約 140 人が参
加しました。
　開会式では、日本の小学生が英語で、アメリカの小学生が日
本語で「競技を楽しみます」と選手宣誓。試合では子どもたち
が懸命にパックを追いかけ、時には転びながら熱戦を繰り広げ
る姿に、観客から大きな声援が送られました。参加した小学生
は取材に「氷の上ではうまく動けず難しいけれど、とても楽し
いです」と笑顔で答えてくれました。また、昼食ではホタテ汁
やほっきご飯などが振舞われ、三沢の味覚も楽しんでいました。

　この公演会は、三沢市民
俗芸能保存会連絡協議会と
市教育委員会が毎年この時
期に開催しているもの。地
域の伝統文化である民俗芸
能の保存・伝承に尽力する
市内の民俗芸能保存会が一
堂に会し、各地域に古くか
ら伝わる神楽や舞、民謡な
どを披露します。
　開会に先立ち、民俗芸能
保存会連絡協議会の沼田石
会長が「どの保存会も一生
懸命頑張ります。ごゆっく
りご覧いただき、ご声援を
いただければと思います」
と、また、冨田教育長が「こ

の貴重な機会に民俗芸能をさらに多くの方々にお伝えいただき、
未来を担う子どもたちにつなげていくことを期待しています」
とあいさつ。その後、民俗芸能の保存・継承に長年頑張ってき
た 8 名の中高生に感謝状が贈呈されました。
　今年の公演会には 8 団体が参加。煌びやかな衣装や伝統的な衣
装を身にまとい、受け継いできた 15 の演目を披露しました。中
には小さい子どもの可愛らしい舞や、小学生ながら堂々とした舞
を披露する姿も見られ、観客からは大きな拍手が送られました。
　多くの子どもたちも担い手として参加したこの公演会。地域
の人々が懸命に受け継いできた伝統文化が次の世代へと受け継
がれていることを感じさせるものとなりました。

　年頭にあたり「自らの地域
は自ら守る」という郷土愛護
精神の確立と消防団員の士気
高揚のため毎年開催されてい
る出初式。例年は市役所・公
会堂付近で開催されますが、
今年は施設工事のため国際交
流スポーツセンター前での開
催となりました。
　出初式には、市内の全 17
消防分団、婦人防火クラブ、
消防署員に加え、市と消防相
互応援協定を締結している航
空自衛隊や米空軍の消防隊も
参加。種市市長や来賓の方々
が整列した団員の服装点検や
消防・救急車両の機械器具点
検を観閲した後、威風堂々と
した行進が披露され、地域を
守る人々の力強い姿や強固な
団結力が示されました。
　その後国際交流教育センターで催された式典では、種市市長
から退団された消防団員へ感謝状が、また根市正廣消防団長よ
り他の模範となる消防団員へ表彰状が贈られました。最後には
参加者全員で万歳三唱を行い、地域の安全・安心を守る決意を
新たにしていました。

Ｔ  TOPICS 
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東北電力とユアテックが LED 防犯灯を寄贈
2 月 4 日

　東北電力株式会社三沢電力センターと株式会社ユアテック三
沢営業所の 2 社が種市市長を訪問し、防犯灯を寄贈しました。
　昭和 40 年度から長年に渡り、毎年防犯灯の寄贈を継続してい
る同社。今回、明るく長寿命の LED 防犯灯 10 基と、設置に伴
う工事を行う目録が種市市長に手渡されました。
　「地域の明るいまちづくりと、安全・防犯に役立てていただけ
れば」とこの取り組みへの思いを語った東北電力株式会社三沢
電力センターの金沢健一所長。寄贈を受けた種市市長は「長年
にわたり寄贈をいただき、ありがとうございます。三沢市は夜
でも明るく感じます」と感謝を伝えました。
　今回寄贈いただいた防犯灯は、三川目地区などで既存のナト
リウム灯と交換設置等する予定です。

平成 30 年度  少年少女文化優秀賞等表彰式
2 月 8 日

　国際交流教育センターに
おいて少年少女文化優秀賞
および少年少女文化奨励賞
の表彰式が開催されました。
　技能・芸術・音楽等の文
化的大会や展覧会等におい
て優秀な成績を収めた少年
少女に贈られる両賞。今年
度もさまざまな分野で多く
の素晴らしい実績があり、
小 学 生 か ら 高 校 生 ま で の
14 人が文化優秀賞を、文
化 奨 励 賞 を 109 人 が 受 賞
し、その功績が表彰されま
した。
　また、作品・実技披露で
は、『全国商業高等学校英

語スピーチコンテスト青森県予選』でスピーチ部門第１位を収
めた西野瑛

て る き

稀君が、心を開いたコミュニケーションの大切さを
題材とした英作文のスピーチを表現力豊かに披露。続いて、『あ
おもり科学大賞』で最優秀科学大賞を収めた箭

や な い

内敬
あ き と し

寿志君が、3
種類の蜜蜂の花粉を集める行動について綿密に調査・研究した
成果を発表しました。
　式の最後に、『全日本通信珠算競技大会高校生の部』で団体総
合競技全国第３位を収めた舘山侑

ゆ み

実さんが、指導してくれた先
生や支えてくれた両親、そして長い間一緒に練習してきた仲間
への感謝を語るとともに「珠算で得た知識と経験をこれからの
人生に活かしていきます」と今後への意気込みを語りました。

平成 30 年度  体育功労者・体育協会功労者等表彰式
1 月 25 日

　市のスポーツ振興または市体育協会に貢献した方およびスポ
ーツで優秀な成績を収めた方などを讃える表彰式が国際交流ス
ポーツセンターで執り行われました。
　長年にわたり市のスポーツ振興に貢献されてきた市体育功労
者として吉岡常雄さん、小比類巻雅彦さん、澤上大樹さん、常
岡昇さんが表彰され、また体育協会に貢献された市体育協会功
労者として武久恭亥さん、土門靖子さん、江藤富美子さん、木
村一道さんが表彰されました。
　そのほかスポーツ優秀賞、スポーツ賞、スポーツ奨励賞の表
彰も行われ、今年度は計 167 人が受賞しました。

　昭和 62 年、三沢市スキー
協会に入会。平成 19 年、事
務局長に就任。スキー大会
を企画運営するなどスキー
競技の普及発展に貢献。

　平成 4 年、三沢市バレー
ボール協会に入会。平成 10
年、 会 長 に 就 任。 平 成 17
年から平成 25 年まで市体
育協会会長も務めた。

　昭和 47 年大三沢柔道協
会に入会。監事、理事とし
て協会運営に尽力。日・仏
交流事業に取り組むなど柔
道競技の普及発展に貢献。

　昭和 54 年、三沢市ソフ
トボール協会を設立。役員
として 30 年以上協会発展
に努める。ソフトボール競
技の普及発展に貢献。

吉岡　常雄　さん 小比類巻　雅彦　さん

澤上　大樹　さん 常岡　昇　さん

体育功労者表彰受賞者
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◎
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
用
事
ま
た
は
旅

行
、
業
務
、
出
張
等
に
よ
り
不
在
に

な
る
方
は
、
事
前
に
期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投

票
を
す
る
場
合
は
、
投
票
所
入
場
券

の
裏
面
に
印
刷
し
て
あ
る
宣
誓
書
に

記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
所
に
も
、
宣

誓
書
用
紙
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
入
場
券
が
な
く
て
も
こ
ち
ら
で

記
入
の
う
え
、
投
票
で
き
ま
す
。

①
三
沢
市
役
所
別
館
1
階  

多
目
的
室

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
と
な
り
）

期
間　

3
月
30
日
（
土
）
か
ら

４
月
６
日
（
土
）
ま
で

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
ま
で
（
土
・
日
曜
も
同
じ
）

②
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合
本
店

2
階　

研
修
室

期
間　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら

４
月
５
日
（
金
）
ま
で

時
間　

午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

◎
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
お
よ
び
期
日
前
投
票

期
間
中
に
、
用
事
ま
た
は
旅
行
・
業

務
・
出
張
等
に
よ
り
不
在
に
な
る
方

は
、
事
前
に
不
在
者
投
票
の
請
求
手

続
き
を
す
る
こ
と
で
、
滞
在
地
に
お

い
て
郵
送
に
よ
り
不
在
者
投
票
用
紙

等
を
受
領
し
て
、
最
寄
り
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
持
参
し
、
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
指
定
病
院
に
入
所（
入
院
）

中
の
場
合
は
そ
の
施
設
内
で
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
日
当
日
ま
で
に
18
歳

を
迎
え
、
投
票
日
前
に
投
票
し
よ
う

と
す
る
方
（
ま
だ
17
歳
の
方
）
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
郵
便
（
在
宅
）
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
有

権
者
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、
郵
便
に
よ
り
現
在
居
住
し
て
い

る
自
宅
等
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
郵
便
投
票
に
該
当
す
る
方

　
「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」
や
「
戦

傷
病
者
手
帳
」、「
介
護
保
険
の
被
保

険
者
証
」
を
所
持
し
て
い
る
方
で
障

が
い
の
程
度
お
よ
び
介
護
保
険
法
上

の
要
介
護
状
態
区
分
の
記
載
要
件
が

次
の
ア
、
イ
、
ウ
に
該
当
す
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

ア
「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」
に
両
下

肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
障
が
い
の
程

度
が
１
級
も
し
く
は
２
級
、
心
臓
、

じ
ん
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直
腸
、

小
腸
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
も
し

く
は
３
級
、
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い

の
程
度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
で
あ

る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

イ
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
に
両
下
肢
、

※
郵
便
投
票
証
明
書

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う

た
め
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
発

行
す
る
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
必

要
で
す
。
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

事
前
に
「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」
等

を
提
示
し
て
、
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
郵
便
投
票
証
明
書

を
お
持
ち
の
方
は
「
有
効
期
限
」
切

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
交
付
申
請
の
手
続
き
は
代

理
人
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
投
票
所
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
様
式

が
変
更
に
な
り
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
内

側
が
投
票
所
入
場
券
で
す
（
最
大
2

名
分
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
）。
ハ

ガ
キ
表
面
の
右
下
か
ら
開
い
て
中
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
内
線
３
０
８
・
３
０
９
）

体
幹
の
障
が
い
の
程
度
が
、
特
別
項

症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
、
心
臓
、
じ

ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い
の
程
度
が
特

別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
で
あ
る

者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

ウ
「
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
」
の

要
介
護
状
態
区
分
に
要
介
護
５
で
あ

る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

②
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら

投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
し
て
定
め
ら
れ
た
次
の
ア
、
イ

に
該
当
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
選

挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
届
け
出

た
方
（
選
挙
権
を
有
す
る
者
に
限

る
。）
に
投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
「
身
体
障
が
い
者
手
帳
」
に
上
肢

ま
た
は
視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
１

級
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
方
。

イ
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
に
上
肢
ま
た

は
視
覚
の
障
が
い
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
で
あ
る
者
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

③
郵
便
投
票
の
請
求
期
限

　

郵
便
投
票
の
請
求
は
４
月
３
日

（
水
）
ま
で
に
郵
便
投
票
証
明
書
を

提
示
し
て
請
求
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。
請
求
手
続
は
選
挙
期
日
の
告
示

日
前
で
も
で
き
ま
す
。

◎
投
票
で
き
る
要
件

①
住
所
要
件

　

平
成
30
年
12
月
28
日
以
前
（
28
日

含
む
）
か
ら
引
き
続
き
三
沢
市
に
住

所
を
有
す
る
方
。

　

た
だ
し
、
三
沢
市
か
ら
青
森
県
内

の
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
方
で
、

三
沢
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
有
権
者
は
、
一
回
の
住
所
変

更
の
場
合
に
限
り
、
三
沢
市
で
投
票

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
「
引
き
続
き

住
所
を
有
す
る
証
明
書
」
が
必
要
で

す
。
証
明
書
は
青
森
県
内
の
市
町
村

窓
口
で
原
則
無
料
で
発
行
さ
れ
ま
す
。

②
年
齢
要
件

　

平
成
13
年
4
月
8
日
以
前
に
出
生

し
た
方
。

◎
投
票
所

　
「
投
票
所
入
場
券
」
に
各
投
票
所

名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
所

一
覧
は
投
票
日
前
日
ま
で
に
各
世
帯

へ
配
布
さ
れ
ま
す
。
平
成
31
年
３
月

11
日
以
後
に
市
内
転
居
し
た
方
は
前

の
住
所
の
投
票
所
と
な
り
ま
す
。

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す
。

　

投
票
所
入
場
券
は
、3
月
29
日（
選

挙
期
日
の
告
示
日
）
以
降
に
有
権
者

の
皆
さ
ん
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
投
票

す
る
際
は
ご
自
分
の
入
場
券
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か
な

い
場
合
等
に
は
、
入
場
券
が
な
く
て

も
投
票
で
き
ま
す
。

４
月
７
日
㈰
は
青
森
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

入
場
券

入
場
券

〇
〇
〇
〇
〇

  市政の動き

県営桜町団地への入居者を募集します

募集戸数　① 2 人世帯用　2DK    （６階）…1 戸
　　　　　② 3 人世帯用　3LDK（３階）…1 戸
場　　所　桜町 3 丁目 1 番 21 号（市立図書館近く）
募集期間　4 月 2 日（火）～ 10 日（水）（※土・日を除く）
入居予定　6 月 1 日（土）
選考方法　入居資格を審査の上、抽選により決定します。
入居資格　次の全ての項目に該当する方
　　　　　①同居者は親族であること
　　　　　②所得が政令で定められた金額以下であること（※）
　　　　　③住宅に困っていること
　　　　　④暴力団員でないこと
　　　　　※詳しくはお問い合わせください。
家　　賃　① 17,300 円～　② 24,500 円～
　　　　　（所得に応じて決定します）
敷　　金　家賃の 3 か月分
共  益  費　月額 1 ～ 2 千円程度（自治会が取りまとめ）
駐  車  場　別途お申し込みが必要です。
保  証  人　連帯保証人（県内在住者）が 2 人必要です。
そ  の  他　ペットの飼育、持ち込みは禁止します。
申し込み・問い合わせ先　建築住宅課（内線 260、263）

健康ポイント事業　
高ポイント獲得者を大募集！

　『健康ポイント事業』にご参加いただき、
ありがとうございました。各種健康診査
の受診や健康講座などへの参加でポイント
を集めた方は、高ポイント獲得者の抽選
に応募することができます。
　上位 30 人程度の方へ、3,000 円相当の素敵な商品を
プレゼントします（同点者多数の場合は抽選となりま
す）。今年は八戸前沖鯖づくしセットや海鮮セット、ガー
リックオリーブオイルセット、パイカとごぼうを使った
おつまみセット、低アミロース米などを予定しています。
皆さん奮ってご応募ください。
提出期限　3 月 18 日（月）

※ 3 月 31 日までに受診予定の健康診査や活
　動予定のものもポイント付与の対象となり
　ますので、提出時にお知らせください。

　　　　　※応募は一人 1 回までです。
提出場所　ポイントカードを保健相談センターに提出し
　　　　　てください
当選発表　当選された方には、個別に通知します。
申し込み・問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

市営住宅入居申し込み受付開始

　平成 31 年度の市営住宅入居申し込みの受け付けを開始
します。年度ごとに受け付けますので、平成 30 年度中に
お申し込みをされた方も改めてお申し込みください。
受付開始　4 月 2 日（火）
入居資格　次の全ての項目に該当する方
　　　　　①三沢市民であるか三沢市内に勤めていること
　　　　　②住宅に困っていること
　　　　　   ③所得が政令で定められた金額以下であること（※）
　　　　　④税金の滞納がないこと
　　　　　⑤暴力団員でないこと
　　　　　⑥市内に連帯保証人２人を選出できること
　　　　　※詳しくはお問い合わせください。
申し込み・問い合わせ先　建築住宅課（内線 260、263）

母子健康手帳の交付場所が変わります

　平成 31 年 4 月から、母子健康手帳の
交付場所が変更となります。なお、3 月
末までは保健相談センターでの交付とな
りますので、お間違えのないようご注意
ください。
変更日　平成 31 年 4 月 1 日（月）以降
場　所　三沢キッズセンターそらいえ
　　　　（子育て世代包括支援センター）　幸町 1 丁目 7-7
持ち物　『妊娠届出書』と『妊婦連絡票』
　　　　※医療機関から発行されます
その他　母子健康手帳の交付時には、『妊婦委託健康診
　　　　査受診票』、『産婦健康診査受診票』、『妊婦歯科
　　　　健診受診票』が一緒に交付されます。
問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）
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市政の動き   

第 2 回国際交流ニュースポーツ
フェスティバル参加者募集

　ニュースポーツとは、レクリエーションの一環として
誰でも気軽に楽しむことができるスポーツです。親子で
も楽しめるニュースポーツを体験してみませんか？
日　　時　3 月 16 日（土）（受付 8:30 ～、開会式 9:00 ～）
場　　所　国際交流スポーツセンター
対　　象　市内・基地内の小学生以上
内　　容　ユニカール、ユニホック、ボッチャ、ストラッ
　　　　　クアウトなど 7 種目
参  加  料　無料
申込締切　3 月 12 日（火）
※当日は上履きをご持参ください。
申し込み・問い合わせ先　
市民スポーツ課（内線 372、373）

市役所窓口業務時間を延長します

　3 月、4 月の異動による繁忙期間、下記窓口業務の時間
を延長します。日中に来庁できない方はご利用ください。
　なお、延長時間に取り扱いできない業務もありますの
で、詳しくは担当課へお問い合わせください。
取扱業務・問い合わせ先等　

※税務課は上記期間以外は、毎月 25 日～月末までの平日
　18:30 まで、市税の納付および納付相談を行っています。

担当課 主な取扱業務 期間・時間

市民課
（内線 235）

○印鑑登録
○住民票の写し、印鑑証明書の交付
○住民異動届受付
　（転出、転入、転居など）

3 月 25 日（月）
～ 4 月 5 日（金）
※土 ･ 日を除く

18:30 まで

国保年金課
（内線 298）

○国保 ･ 後期高齢・年金の資格異動
　受付（資格取得、喪失など）

税務課
（内線 163） ○市税の納付および納付相談

奨学資金貸付の受け付けを開始します

　経済的理由で修学が困難な高校・大学在学者および入
学予定者を対象とした奨学金です。 
受付期間　３月１日（金）～４月 26 日（金）
貸付月額　高校生：１万円以内、大学生等：３万円以内
返済方法　卒業後１年間据え置き、２年目から貸付期間
　　　　　の２倍の年数内で返還
※姉妹都市のウェナッチバレー大学へ入学する方には、
　別の奨学資金制度があります。
申し込み・問い合わせ先　教育総務課（内線 365）

武道館　全館休館のお知らせ

　武道館内部の改修工事のため、全館休館となります。
休館期間　2019 年 4 月 1 日～ 2020 年 3 月 31 日
　市民の皆さまにはご不便を
おかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いいたします。
　なお、2020 年 4 月 1 日
以降のご利用については、
市民スポーツ課にお問い合わせください。
※武道館整備事業は、防衛省の「特定防衛施設周辺整備調
　整交付金」を活用し実施しています。　
問い合わせ先　市民スポーツ課（内線 372・373）

水道料金等口座再振替サービスの
期日等が変更となります

　これまで、毎月 26 日（土・日・祝日
等は翌営業日）に口座振替できなかった
場合、翌月の 9 日（土・日・祝日等は翌
営業日）に再振替サービスを行っており
ましたが、各種サービスの見直しに伴い、
平成 31 年度から以下のように変更となりますので、お
知らせします。何卒、ご理解賜りますようよろしくお願
いいたします。
▷再振替のお知らせはがきと９日の再振替サービスを廃止
▷毎月 26 日の振替日に、2 か月分までの料金を引落し
　する口座再振替サービスへ変更
問い合わせ先　水道お客さまセンター（☎ 51-2373）

『子どもの困りごとに気づく』
講演会を開催します

　「うちの子、落ち着きがない？」「コミュニケーション
が取りにくいかも？」子どもやパパ・ママたちの困って
いること、気になること、心配事はありませんか？
　正しく理解し、将来に向けてどのような関わり方がで
きるかを、医療・教育・福祉の立場からお話しします。
日　　時　3 月 23 日（土）13:30 ～
場　　所　総合社会福祉センター 2 階　ホール
講　　師　市立三沢病院　医療局長　江渡　修司 氏
パネラー　市教育委員会　指導主事　香賀　裕文 氏
　　　　　市健康推進課　保健師　　一戸　智恵 氏　
申込方法　参加には申し込みが必要です。家庭福祉課（総合
　　　　　社会福祉センター内）窓口に直接お申し込み
　　　　　いただくか、FAX でお申し込みください。
そ  の  他　託児スペースを用意しています（先着 10 人）。
　　　　　ご希望の方は、申込時にお知らせください。
問い合わせ先　家庭福祉課（☎ 51-8772・FAX  53-2266）
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  市政の動き

「お試し」のつもりが定期購入に？
通信販売のトラブルにご注意を！

　「1 回目は 90％ OFF」「初回実質０円（送料のみ）」な
どの広告を見て「お試し」「１回だけ」のつもりで健康
食品や化粧品等を注文したところ、数か月の間の定期購
入が条件だったというトラブルが増えています。
　事業者のウェブサイト等では、１回目の商品を低価格
で購入できることが強調され、定期購入が条件であるこ
とや期間中は解約できないことは分かりにくい表示のも
のがみられます。「定期購入とは知らなかった」「体に合
わない」などの理由で解約したくても「定期購入期間中
は解約できない」と断られるケースがほとんどです。
　インターネット通販を始め通信販売ではクーリング・
オフ制度がありません。広告ページや申し込み最終確認
画面等で、定期購入が条件となっていないか、条件となっ
ている場合はその期間や支払うことになる総額、解約・
返品できるかどうかなどをしっかり確認しましょう。
　トラブルになった場合は、一人で悩まずご相談ください。
相談先　
▶三沢市消費生活センター〔市役所生活安全課内〕（☎ 53-5350）
　受付時間 8:30 ～ 16:30 （土、日、祝日、年末年始除く）
▶消費者ホットライン（☎ 1

イ

8
ヤ

8
ヤ

）

東日本大震災の犠牲者への
黙とうを捧げます

　東日本大震災の犠牲者を追悼
するため、地震が発生した時刻
に合わせて 1 分間の黙とうを捧
げます。皆さまのご参加をよろ
しくお願いいたします。
日　時　3 月 11 日（月）14:46
※市内全域に防災行政無線のサイレンが鳴ります。実際
　の災害とお間違えのないようご注意ください。
問い合わせ先　防災管理課（内線 252）

市立三沢病院  眼科の診療日が変わります

　市立三沢病院では、平成 31 年 4 月 1 日から眼科の診
療日が変更となります。
４月１日からの眼科診療日　毎週火曜日・水曜日の午後
　既に予約済みの方にはご迷惑をおかけしますが、ご理
解をお願いいたします。
問い合わせ先　市立三沢病院  医事課（☎ 53-2161）

広 告広 告

市議会で新議長が選出されました

　1 月 31 日に開催された市議会第 1 回臨時会において、
小比類巻正規議長が議長辞職願を提出し、許可されました。
これを受け議長選挙が行われ、舩見亮悦議員が新議長に
選出されましたので、お知らせします。
問い合わせ先　議会事務局（内線 321）

▲辞職に当たりあいさつを述べる
　小比類巻正規前議長

▲新たに議長に選出された
　舩見亮悦新議長 院内公開講座『気になる病気の話っこ』

　市立病院で開催される院内公開講座。気になる病気につ
いて正しい知識を身に付けて、健康な生活を送りましょう。
日　時　３月 14 日（木）18:00 ～ 19:00
場　所　市立三沢病院会議室（施設北側「救急・夜間出
　　　　入口」からお入りください）
テーマ　当院外科で扱っている乳がん検診と甲状腺の
　　　　病気のお話
講　師　市立三沢病院　松本  陸郎 副院長
参加料　無料（※駐車料金無料、駐車券を会場へ持参ください）
問い合わせ先　市立三沢病院　医事課（☎ 53-2161）



市政の動き   

後期高齢者医療『高額介護合算療養費』支給申請のお知らせ

　後期高齢者医療制度に加入している方で、医療保険と介
護保険の自己負担額（※）の両方の支払いをした方は、『高
額介護合算療養費』の支給対象となります。
対象期間　
　平成 29 年 8 月 1 日から平成 30 年 7 月 31 日まで
　（※毎年 8 月 1 日から翌年 7 月 31 日までの 1 年間です）
支給額
　医療保険と介護保険の自己
負担額の合計が、所得区分に
応じた自己負担限度額（表）
を超えた場合に、その超えた
額が支給されます。世帯内に
後期高齢者医療制度に加入している方が複数いる場合は、
世帯で合算します。ただし、超えた額が 500 円以下の場
合は支給対象となりません。
※自己負担額とは、支払った額から高額療養費や高額介護
　（予防）サービス費を除いた額です。
低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の方
低所得Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税の方のうち、世帯員
　　　　　全員の各所得金額が０円の方

支給申請
　支給を受けるには必ず申請が必要となります。なお、支
給の要件に該当すると思われる世帯には、3 月下旬に青森
県後期高齢者医療広域連合から支給申請のお知らせをお送
りします。お知らせが届いた方は市役所国保年金課窓口に
申請してください。
　また、対象期間の途中に後期高齢者医療制度に加入した
方や転入してきた方等がいる世帯には、支給対象となる世
帯でも、支給申請のお知らせが送られない場合があります。
申請に必要なもの
▶支給申請書
▶高額介護合算療養費・高額医療合算介護（予防）サービ
　ス費の支給申請について（お知らせ）
▶個人番号（マイナンバー）がわかるもの（通知カード
　または、個人番号カード）
▶本人確認書類（官公庁発行・発給の顔写真付き身分証明書等）
▶印鑑（認印）
▶通帳（または通帳のコピー）等口座情報のわかるもの
申し込み・問い合わせ先　
国保年金課  高齢者医療係（内線 223・240）

所得区分 自己負担
限度額

現役並み所得 67 万円
一般 56 万円

低所得Ⅱ 31 万円
低所得Ⅰ 19 万円

浄化槽を正しく使っていますか？

　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を浄化するた
め、適正な管理が必要です。そのため、法律で次のこと
が義務付けられています。
①定期的な保守点検
②年１回の清掃
③法定検査の受検（使用開始後および年１回）
　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、本来の浄化
機能が十分に発揮されているか判定するもので、（一社）青
森県浄化槽検査センター（☎ 017-726-9500）が行います。
　また、浄化槽の使用開始時や廃止時、所有者の変更
時などには、三八地域県民局環境管理部（☎ 0178-27-
5111）への届出が必要です。
問い合わせ先　環境衛生課（内線 279）

広 告広 告 広 告広 告

障がい者就労支援事業所を募集します

　市では、障がい者の就労訓練等を実施している事業所
を募集しています。次の基準をすべて満たし、実習を希
望する事業所は、都市整備課までご連絡ください。
受入基準　・市内に事業所があること
　　　　　・市内に住所を持つ実習者を有すること
　　　　　・障害者総合支援法に基づき、障がい福祉サー
　　　　　　ビス事業所または地域活動支援センターを
　　　　　　運営し、市が求める資料を提出できること
　　　　　・実習中に指導員が付き添えること
実習内容　公園整備作業、環境美化作業（※申込数など
　　　　　により作業日数・作業時間を調整します）
※詳しくはお問い合わせいただくか、市ウェブサイトを
　ご覧ください。
申し込み・問い合わせ先　都市整備課（内線 270、273）
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▲受賞報告にて三咲羽やの皆さんと

ウェナッチバレーカレッジ夏期英語研修派遣プログラム参加高校生募集！

　

【1 日目】
三沢出発、成田空港出発、シアトル空港到着、
ウェナッチ到着

【2 日目】
オリエンテーション、ＥＳＬ（第二言語とし
ての英語）授業、地質学授業、ウェナッチバ
レー姉妹都市関係者とピクニックディナー

【3 日目】 地質学フィールドトリップ、ＥＳＬ授業

【4 日目】
ＥＳＬ授業、ウェナッチバレー博物館見学、
パイバスマーケット見学、ショッピング体験

【5 日目】
ＥＳＬ授業、レベンワース（ドイツ村）観光、
野外ミュージカル鑑賞

【6 日目】
ロッキーリーチダム、太平洋無着陸横断飛行
記念碑見学、三沢庭園見学、高齢者施設訪問

【7 日目】
シアトル日帰りツアー（パイク・プレイス・
マーケット、現代ポップカルチャー美術館等）

【8 日目】
ＥＳＬ授業、アートクラス、ウェルズハウス
ツアー

【9 日目】 ＥＳＬ授業、修了式

【10 日目】 ウェナッチ出発、シアトル空港出発

【11 日目】 成田空港到着、成田市内宿泊

【12 日目】 三沢到着

派遣期間　8 月 5 日（月）～ 8 月 16 日（金）
派  遣  先　ウェナッチバレーカレッジ
　　　　　 （米国ワシントン州ウェナッチ市）
参加費用　15 万円（パスポート取得費用等は別途個人負担）
参加資格　2019 年 3 月時点で中学 3 年生および高校 1、2 年生
　　　　　（4 月から高校の新 1、2、3 年生となる者）であり、
　　　　　三沢市に住所を有し、在住している者
　　　　　※語学力は問いません。
募集人数　16 人　※応募多数の場合は書類選考により決定します。
応募締切　3 月 29 日（金）17:00 必着
応募方法　国際交流教育センターで配布する所定の申請書類および
　　　　　作文『１０年後の私』（800 字以内）を提出してください。
　　　　　申請書類は、市ウェブサイトからもダウンロードできます。
申し込み・問い合わせ先
三沢市姉妹都市委員会事務局（国際交流課）（☎ 51-1255）

  市政の動き

　三沢市姉妹都市委員会では、三沢市とウェナッチバレーとの
姉妹都市交流を基盤とした、次代を担うグローバルな人材の育
成および将来にわたる姉妹都市関係のさらなる発展を図るため、

「2019 年度ウェナッチバレーカレッジ夏期英語研修派遣プログ
ラム」に参加する市内在住の高校生を募集します。皆さんの積
極的なご応募をお待ちしています。

ESL( 第二言語としての英語 ) クラス
では、読解、文法、表現をバランス
よく学びます。

地質学のフィールドトリップでは、
大自然の鼓動を感じる壮大な景観に
感動！

▼（参考）平成 30 年度派遣日程
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食　　　　改　　　　　　　　　　　　　　　　　　食　　　　堂

三沢市食生活改善員会 - 食改食堂  食

広 告広 告

いわし缶の揚げワンタン
　さば缶に並び、今、話題の「いわし缶」。生のいわしを調理するよりも手軽に利用でき、缶詰の味によってさまざまな
アレンジが可能です。おつまみやおやつにもなるので、是非作ってみてください。

／材料（6 人分）
・いわし缶………………………１缶
・切干大根………………………３０ｇ
・長ねぎ…………………………３０ｇ
・しいたけ………………………２個
・生姜（チューブ）……………お好みで
・あらびきこしょう……………お好みで
・とろけるスライスチーズ……８枚
・しその葉………………………１５枚
・ワンタンの皮…………………３０枚
・小麦粉…………………………大さじ１
・水………………………………大さじ１
・揚げ油…………………………適量
・ケチャップ……………………適量（※）
※ケチャップのほか、お好みでからし醤油や
　マスタードでお召し上がりください。

作り方（所要時間：約４０分）

①
乾燥した切干大根をさっと洗って固く絞り、みじん切りし、ボウルに
入れる。

② 長ねぎ、しいたけを粗みじん切りし、①に入れる。

③
いわしの身をほぐしながら①に入れ、缶汁小さじ 2 と生姜、あらびき
こしょうをともに加え、混ぜる。

④ しその葉は縦半分に、チーズは十字 1/4 に切る。小麦粉と水は混ぜておく。

⑤

ワンタンの皮の中心に、しその葉 1 枚とチーズ 1 枚を順に置き、③の
具をのせる。ふちに④の水溶き小麦粉を塗って三角になるよう重ね、
合わせ目をしっかり押さえる。

⑥ 165 度くらいの油に入れて、キツネ色になるまで揚げる。

いわし
カルシウムやリンなど、骨形成に必要な
ミネラルがそろっている。
さらに、さば同様に血中中性脂肪を減ら
し、血管の柔軟性を保つ DHA と EPA が
豊富に含まれている。
いわしやさば等の青背魚を日常的にとる
ことで脳血栓や心筋梗塞予防につながる。

M  MCTV Channel Guide
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先人コラム
　開牧五年紀事より（25）

○耕
こううん

耘の事

　雪消の初より耕耘を事とし、随
したがっ

て種子を下し、苗を移し、
随て之を耨

くさぎ

る等循
じゅんじゅん

々 事あり。輙
すなわち

すれば仕事の為めに逐
お

われ
遂に果し難し。

　安任は雪解けとともに耕耘の作業を初めた。畑を耕したあ
と、種や苗を植える、除草するなどの作業が順番に行われる、
と述べているが、何かと仕事に追われ遂行するのは難しいと
続けている。

　苟
いやしく

も始めに次序を失えば、この時間も得難きなり。

　もし、始めに順序通りに行われなければ、この（耕耘の）
時間も得ることが難しい。開牧 2 年目とはいえ、畑のことに
ついては初めて行う作業がほとんどだったため、恐らく予定
通りに行かなかったということだろう。
　開牧五年紀事を見る限りでは作業にどれほどの人が関わっ
たかはわからないが、マキノンの助けがあったとしても、手

付かずの広大な土地を一から耕しての牛舎や住居の建設、柵
の設置などの作業は困難だったことは想像に難くなく、安任
の苦労が偲ばれる。

先人コラム “ 開牧五年紀事より ” について
　明治 12 年（1879）に廣澤安任が著した『開牧五年紀事』　
　を読み、安任がどのような形で牧場経営を行っていったの
　かを探る企画です。（※掲載されている引用文については固
　有名詞以外の片仮名を平仮名に置き換え、歴史的仮名遣い
　および旧字体を改めるとともに、句読点を挿入しています。）

施設だより   

市立図書館

先人記念館

☎ 0176-53-6040　URL：http://www.lib.misawa.aomori.jp/
入館料：無料

開館時間９時〜 20 時 ( ㈰㈷ 17 時まで )　休館日：第 1,3,5 月曜日、館内整理日

☎ 0176-59-3009　URL：http://kite-misawa.com/senjin_misawa/
入館料：一般 100 円、小・中学生 50 円※（※土曜日は無料）

開館時間９時〜 17 時（11 月〜 3 月は 16 時まで）　休館日：毎週月曜日 ( 祝日の場合は翌日 )

イベント情報　※イベントはすべて無料です。

▶春の製本講座『おうちの人と、いっしょに作ってみよう
　「こいのぼり♪」』
日　　時　3 月 27 日（水）10:00 ～ 11:00
場　　所　3 階第 1 会議室
申込方法　お電話またはカウンターにて受け付け
申込期間　3 月 10 日（日）から（先着順）
対　　象　4 ～ 6 歳のお子さん（小学生未満）と保護者
　　　　　※必ず保護者の付き添いが必要です。
定　　員　12 組　
内　　容　立てて飾れる紙編み
　　　　　のこいのぼりを作ります。

定期イベント情報 
▶読み聞かせ（毎週木曜日）
日　時　3 月 7、14、28 日　10:00 ～ 30 分程度
　　　　※ 3 月 21 日はお休みです。
場　所　1 階  こども室
対　象　乳幼児
▶語り聞かせ（語りの会　はまなす）
日　時　3 月 16 日（土）10:00 ～
場　所　3 階　第 1 会議室
対　象　児童

展示情報
1 階こども室展示        ：「おめでとう」
2 階ピックアップ展示：「瞬間を切り取る―家族写真・家族史―」

図書館ボランティア募集　
　図書館のお手伝いをしてくださる方を募集しています。
ライフスタイルに合わせて活動いただけます。
活動内容
・本棚の整理
・返却された本を棚に戻す作業
・除雪、落ち葉掃除など館外の環境整備
・図書館主催イベントのお手伝い
・絵本の読み聞かせ（毎週木曜日 10 時から 30 分程度）
・ブックスタート（三沢市 4 か月児健診時）
　3 月 28 日（木）に平成 31 年度図書館ボランティアの登録
説明会を行います。興味のある方は図書館までお問い合わせ
ください。

お知らせ　
▶今月の休館日…3 月 4、18、29 日

やさしい内容の
紙遊びです♪

  施設だより

寺山修司記念館

県立三沢航空科学館

☎ 0176-59-3434　URL：http://www.terayamaworld.com/museum
　入館料 [ 企画展含む ]：一般 530 円（団体割引あり）、大学生・高校生 100 円、小・中学生 50 円（土曜日は無料）

開館時間９時〜 17 時 ( 入館 16:30 まで )　休館日：毎週月曜日 ( 祝日の場合は翌日 )

☎ 0176-50-7777　URL：http://www.kokukagaku.jp/
入館料：一般 510 円※、高校生 300 円※、中学生以下無料（※団体割引あり）

開館時間９時〜 17 時 ( 入館 16:30 まで )　休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

■科学実験工房≪サイエンスショー≫
　ふわふわドキドキ☆風船のショー

日　時　3 月 1 日（金）～ 3 月 31 日（日）
　　　　平日…① 11:00 ～ ② 12:30 ～ ③ 15:30 ～ 
　　　　土日祝・3/27 ～ 3/31…① 12:30 ～ ② 15:30 ～
料　金　無料（高校生以上は別途入館料）
場　所　科学実験工房

■科学実験工房≪プチワークショップ≫
日　時　3 月の日曜日・祝日・春休み
　　　　受付開始 10:00 ～
場　所　科学実験工房横
※要保護者の同伴、高校生以上は別途入館料。

■科学実験工房≪ワークショップ≫
　輪ゴムの弾性力（ねじったら戻ろうとする力）で走る車を
つくります。みんなでつくって競走だ！　 
期　間　3 月 2 日（土）～ 3 月 31 日（日） 
　　　　土日祝・春休み（3/27 ～ 3/31）
時　間　① 11:00 ～ ② 14:30 ～
　　　　（30 分前から予約受付）
定　員　20 名（要予約）
材料費　150 円
場　所　科学実験工房

■ JAF 青森支部との連携「三沢航空科学館へ行こう !!」
　JAF 会員の方（要会員証提示）には先着
プレゼントがあります。また、会員でない方
も「子ども安全免許証発行＆子どもロード
サービス隊制服で記念撮影」やミニミス・
ビードル紙飛行機工作など、もりだくさん。　
日　時　3 月 9 日（土）11:00 ～ 15:00
定　員　ミニミス・ビードル紙飛行機工作のみ定員あり
　　　　（13:00 ～ 14:00、先着 150 名）
　　　　その他は定員なし　
参加費　無料（要保護者の同伴、高校生以上は別途入館料）　
場　所　航空ゾーン　YS-11 付近

サンキュー（3 月 9 日）レターを送りませんか？
あおもり３９レタープロジェクト＠寺山記念館
　家族や友達、大切な人に普段は言えない 39（サンキュー）

「ありがとう」の気持ちを手紙で伝えてみませんか？当館オリ
ジナルデザインのハガキに、消印は記念館とビードル号の風
景印で、3 月 9 日に相手のもとに届きます。
　手紙を書くのに必要な筆記具等は準備していますので、手
ぶらでいらしてくださいね。完成したら館内の特設ポストに
投函！

期　間　開催中～ 3 月 6 日（水）開館時間内
　　　　※最終日 3 月 6 日は正午で受付終了
　　　　※ 3 月 4 日（月）は休館日です。
参加費　1 通 100 円（ハガキ・切手・材料費込み）

3 月 21 日「中国の不思議な薬膳茶会」開催
　自分だけの薬膳カルテを作り、さまざまな効能をもつ茶葉
や材料の中から、症状に合わせてブレンドし、オリジナルの
薬膳茶を作ります。中国に伝わる茶

ちゃげい

藝に通じる講師が教えま
す。気楽に参加できるお茶会です。
　バルトークのオペラであり、寺山
作の舞台のタイトルでもある「中国
の不思議な役人」をもじっています。
作品にご興味ある方は、イベントの
前後で館内の展示をご覧いただけます。
講　　師　吉田  寿（台湾茶藝師）
日　　時　3 月 21 日（木）・（祝）13:30 ～ 15:30
会　　費　1,500 円（材料費 / 入館券つき）　 ※当日支払
募集人数　8 名（要事前申し込み・先着順）
お申込み　3 月 19 日（火）17 時までに電話またはメールにて
　　　　　（☎ 59-3434）
　　　　　E-mail：terayamamuseum.shimizu@gmail.com
　　　　　※件名に「茶会予約」、本文に代表者氏名・人数・
　　　　　　電話番号を記載してください。

企画展「不思議図書館」、会期 4 月 7 日まで
　寺山の蔵書のうち 2,000 冊を見ることができる本展。展
示されている本の一部をその場で読むことができる閲覧コー
ナーも人気です。全部読めばあなたも寺山に！？

内容 開催日 料金 各日定員
1  さくらストラップ 3 月   3、10 日 250 円 40 名
2  UV ビーズストラップ 3 月 17、21 日 300 円 40 名
3  さくらいろアロマポット 3 月 24、31 日 200 円 40 名
4  春休み SP お花のプラバン 3 月 29、30 日 600 円 12 名

1 2 3 4
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小中学生がつくるページ  　     ⓘ   Information 

みちのく・ふるさと貢献基金　助成事業募集

　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金では、県内の地
域貢献を目的に、個人、団体、NPO 法人、企業等の活動に助
成金を交付します。奮ってご応募ください。
助成金額　上限 100 万円（活動に必要な費用が対象）
対　　象　原則として 1 年以上の継続的・組織的な活動実績
　　　　　のある個人、団体、NPO 法人、企業など
応募資格　①青森県の自然、地域、生活文化、歴史、風土など
　　　　　　の地域資源を活用・創造する活動や、健康増進、
　　　　　　医療、福祉、環境に関連する活動を行うこと。
　　　　　② 2019 年 10 月 1 日から 2020 年 9 月 30 日まで
　　　　　　 に実施する活動であること。
　　　　　③助成金給付後、活動・研究報告書を提出すること。
応募期間　4 月 1 日（月）～ 6 月 30 日（日）
※応募要項と申請書は、みちのく・ふるさと貢献基金のウェ
　ブサイトでダウンロードできます。
申し込み・問い合わせ先
〒 030-8622　青森市勝田一丁目 3 番 1 号
公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金（☎ 017-774-1179）

出張年金相談のご案内

　八戸年金事務所では、年金の出張相談を実施しております。
是非ご利用ください。
日　時　2019 年 4 月 18 日、6 月 20 日、8 月 15 日、10 月 17 日、
　　　　2020 年 2 月 20 日（第 3 木曜日）
　　　　2019 年 12 月 12 日（第 2 木曜日）
　　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00（受付）
場　所　市役所別館 4 階　第 1 研修室
※相談は予約制のため、原則としてご予約以外のお客様は受
　け付けできません。ご予約は、八戸年金事務所（お客様相
　談室）で受け付けています。
※お越しの際は、年金手帳、年金証書などのほか、相談者本人
　と確認できるものをお持ちください。代理の方が来られる
　際には、委任状および代理人の身分確認ができるもの（運転
　免許証など）をご用意ください。
申し込み・問い合わせ先
八戸年金事務所  お客様相談室（☎ 0178-44-1742（代表））
※ 8:30 ～ 17:15（土・日・祝日、12 月 29 日～１月３日を除く）

青森県特定（産業別）最低賃金改定のお知らせ

　青森県内の製造業・小売業の一部に適用される最低賃金は、
平成 30 年 12 月 21 日から以下のとおりとなっております。

　なお、青森県内で働く全ての労働者に適用される「青森県
最低賃金」は、平成 30 年 10 月 4 日から時間額：762 円（改
定前：738 円）となっております。
　使用者も労働者も、必ずチェックしましょう！
問い合わせ先
青森労働局  労働基準部  賃金室（☎ 017-734-4114）

産業 改定後
時間額

（参考）
改定前

鉄鋼業 877 円 855 円
電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機器具製造業 806 円 785 円

各種商品小売業 798 円 777 円
自動車小売業 838 円 817 円

政府広報オンラインをご覧ください

　政府広報は、「国の行政情報に関するポータルサイト」です。
生活に身近な話題や政府の重要課題をピックアップし、記事
や動画などで分かりやすく伝えます。
政府広報オンライン　http://www.gov-online.go.jp/

マン・パワー市民農園　利用者を募集します

　家庭菜園の場所がない、交流の場を広げたい、子どもに作
物を育てる楽しみを教えたいという方々に特にお勧めです。
利用期間　４月 20 日（土）～ 11 月 17 日（日）　※予定
利用面積　１区画 5 坪（最高４区画まで申込可能）
場　　所　堀口地区（堀口中学校近く）
利  用  料　１区画 1,000 円（維持管理費として）
応募資格　作物づくりに興味があり、利用規約・利用マナー
　　　　　を守れる方
区  画  数　228 区画（先着順）
申込方法　マン・パワー事務所（三沢市中央町 2-9-1　総合
　　　　　保険センター２階）にて契約します。事前に電話
　　　　　予約をし、日時指定を受けるようお願いします。
申込受付　３月 11 日（月）から
　　　　　※平日 9:00 ～ 15:00 の電話予約受付
※期日前の申し込み、家族、団体扱い以外の代理申し込み、
　１区画を複数（家族、団体扱い以外）での共同利用はできません。
※契約時の説明には 15 分程度かかります。
※初めて野菜作りを行う方は、申込時にその旨お知らせください。
※平日の契約ができない方のために、３月 16 日（土）午前
　に臨時契約日を設けます。必ず事前に電話予約し、時間指
　定を受けてください。
申し込み・問い合わせ先 　NPO 法人マン・パワー（☎ 57-2322）
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米軍三沢基地見学『フレンドシップツアー』にご参加ください !

■米軍施設をバスで見学しよう！
　基地への理解を深めていただくため米軍三沢基地と三沢市が共同で開催している基地見学バスツアーは、
平成 31 年度も内容を拡充して開催します。ツアーの参加料は無料で、毎回異なる基地内の代表的な施設
などを見学します。詳細は市ウェブサイト、Facebook ページに掲示します。是非ご参加ください。

開催予定日 募集期間
4 月 19 日（金）3 月   6 日 ～ 3 月 27 日
5 月 17 日（金）4 月   3 日 ～ 4 月 24 日
6 月 21 日（金）5 月   8 日   ～ 5 月 29 日
7 月 19 日（金）6 月   5 日 ～ 6 月 26 日
8 月   9 日（金）6 月 26 日 ～ 7 月 17 日

定　　員　各回 60 人程度（先着順）
申込方法　電話、FAX または E メールで事前申し込みが必要です。
　　　　　（氏名、生年月日、国籍、住所、連絡先をお知らせください）
開催時間　12:30~15:00（予定）
集合場所　スカイプラザミサワ
※ 9 月以降の予定は順次ウェブサイトなどでお知らせします。

■併催ガイドツアーへもご参加ください！
　基地見学ツアーの開催日当日・翌日に以下のツアーを併催します。いずれもフレンドシップツアーと併せて申し込みができます。
参加費は当日ご参加いただくツアーごとに、現地でお支払いいただきます。
　三沢の深い魅力を、是非ご堪能ください。

【開催日当日併催ツアー】※②の開催は 4 月から 10 月まで。

②三沢市と三沢基地の成り立ちを学ぶ
　『三沢街なかガイドツアー』
開催時間　15:30 ～ 17:00
主　　催　人・自然・教育研究所
参  加  費　1,000 円
開催場所　中央町地区

①三沢市と関連する航空機を学ぶ
　『エアクラフトガイドツアー』
開催時間　10:00 ～ 11:30
主　　催　県立三沢航空科学館
参  加  費　入館料（一般 510 円）
開催場所　県立三沢航空科学館

③夜のアメリカンバー巡りツアー
　『Misawa Night Hopping ツアー』
開催時間　20:00 ～ 21:30
主　　催　ミサワナイトホッパーズ
参  加  費　1,500 円（別途ドリンク代）
開催場所　中央町地区

【開催日翌日併催ツアー】※④⑤はいずれか一方のみ申し込みができます。

④寺山修司の世界に触れる
　『寺山修司記念館ガイドツアー』
開催時間　10:30 ～ 12:00
主　　催　寺山修司記念館
参  加  費　入館料（一般 530 円）
開催場所　寺山修司記念館

⑤廣澤安任と斗南藩の歴史を探求する
　『先人記念館ガイドツアー』
開催時間　10:45 ～ 12:15
主　　催　先人記念館
参  加  費　入館料（一般 100 円）
開催場所　先人記念館

申し込み・問い合わせ先
産業政策課（内線 537・FAX  52-7516）
E-mail：
msw_friendshiptour@misawashi.aomori.jp

三沢   フレンドシップツアー 　  検 索

▲ facebook

八戸市　新大橋架け替えに伴う全面通行止めのお知らせ
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　八戸市では、馬淵川に架かり沼館地区と根岸地区を結ぶ『新大橋』について、
老朽化した橋の架け替え工事を実施するため、全面通行止めを行います。
　新橋の供用開始までご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をよろしく
お願いいたします。
期　間　平成 31 年 4 月 1 日（月）0:00 ～新橋の供用開始まで（終日）
場　所　八戸ガス前交差点から八太郎交差点までの区間
問い合わせ先　八戸市  建設部  道路建設課（☎ 0178-43-9394）

ⓘ   Information 

広 告広 告

リチウムイオン電池からの火災にご注意を！

ワンポイント消防

住宅用火災警報器は設置から10年を目安に取り換えましょう。
消防本部予防課

　リチウムイオン電池の充電中・使用中などに出火する火災が

増えています。火災を防ぐため、次の事にご注意ください。

▷充電器はメーカー指定の物を使用する。

▷膨張・異音・異臭が生じた物は使用しない。

▷使用時間が短くなった、充電中に熱く

　なるなど異常があった場合には、メー

　カーや販売店に相談する。

市民の森 趣味の家 陶芸館　春の親子陶芸教室

　春のひととき、ご家族で陶芸を始めませんか？自分だけの
カップ、湯飲み茶わんを作りましょう！指導員が丁寧に教え
ますので、安心して陶器作りができます。
日　時　3 月 23 日（土）…形作り、4 月中旬…色づけ、
　　　　5 月上旬…作品引き渡し
　　　　各日　午前の部 9:00 ～、午後の部 13:00 ～
場　所　市民の森　趣味の家
定　員　各回 24 人（先着順）
料　金　500 円～（材料費・粘土 1kg）
持ち物　エプロンをご持参ください。
※個人、団体、家族での体験教室のご利用も大歓迎です。
　お気軽にお問い合わせください。
申し込み・問い合わせ先　
NPO 法人マンパワー（☎ 59-2815）※平日 9:00 ～ 16:00

屋外スポーツ施設がオープンします

　4 月 6 日（土）から以下の屋外施設がオープンします。

※降雪等の悪天候により使用できない場合があります。
※団体利用の予約は、４月１日（月）13 時より受け付けます。

施設名 ご予約
お問い合わせ先 お問い合わせ時間

・南山多目的
   ふれあい広場

・テニスコート

☎ 51-2091
☎ 080-2831-0573

月～土   9:00 ～ 21:00
日・祝   9:00 ～ 17:00

・南山屋外運動場 ☎ 51-8105
☎ 080-2831-0570 月～金 13:00 ～ 21:00

　土　    9:00 ～ 21:00
日・祝    9:00 ～ 17:00・市民運動広場

   （野球場）
☎ 57-2812
☎ 080-2831-0572

スポーツ安全保険に加入しませんか？

　スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動など
の社会教育活動を対象とした保険です。是非ご加入ください。
対　　象　団体活動中の事故、往復中の事故など
　　　　　（自動車事故による賠償責任は適用外）
補償内容　傷害保険（通院、入院、後遺障害、死亡）、
　　　　　賠償責任保険、突然死葬祭費用保険
受付期間　2019 年 3 月 1 日～ 2020 年 3 月 30 日
保険期間　2019 年 4 月 1 日 0:00 ～ 2020 年 3 月 31 日 12:00
掛  け  金　800 円～ 11,000 円（1 人・年額）
　　　　　※年齢、活動内容により掛け金が異なります
問い合わせ先　スポーツ安全協会青森県支部（☎ 017-782-6984）

男性向け講座「MENjoy Life!! 男の “ デキる ” が広がる講座」

「やってみたら結構楽しい。” デキる ” が増えると、もっと楽しい !!」
　仕事はもちろん、趣味や家族の時間といった自分の人生も
大切にし、どちらも思いっきり楽しみたい、そんな男性を応
援する講座です。

対　　象　上十三地域にお住いの男性　
定　　員　各講座 20 人（先着順）
申込方法　住所、氏名、年齢、連絡先（電話番号、メールア
　　　　　ドレス等）を明記の上、電話または FAX、メール
　　　　　でお申し込みください。どちらか一方のみの受講も
　　　　　可能です。受講希望の講座名をお知らせください。
申し込み・問い合わせ先
広報広聴課（内線 214・FAX 52-5655）
E-mail : msw_koho@misawashi.aomori.jp

パパっとできるおもてなし料理　三品（申込：3 月 11 日㈪まで）
日　時　3 月 13 日（水）18:30 ～ 20:30
場　所　国際交流教育センター　調理室
講　師　工藤  麗さん、苫米地  杏侑さん（管理栄養士）
参加料　500 円
持ち物　自分のエプロン
ヘルシーキックボクササイズ（申込：3 月 14 日㈭まで）
日　時　3 月 15 日（金）18:30 ～ 20:30
場　所　国際交流スポーツセンター　多目的運動室
講　師　岸本  龍太さん（キックボクシングインストラクター）
参加料　無料
持ち物　飲み物、汗拭きタオル
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時：時間・期間、場：場所、対：対象、定：定員、料：受講料等、申：申し込み（方法）、問：問合・申込先

お知らせ 
青森県交通事故相談所にご相談ください
青森県交通事故相談所では、専門の相談員
が交通事故でお困りの方からの相談を無料
でお受けしています。面接のほか電話での
相談も受け付けており、個人の秘密は厳守
します。お気軽にご相談ください。
時 ㈪～㈮ 9:00 ～ 16:00

（※祝祭日・年末年始を除く）
場 青森県庁北棟 7 階
問 青森県交通事故相談所（☎ 017-734-9235）

講座・教室
普通救命講習会
成人の心肺蘇生法や AED の使用方法、異物
除去法などを学びます。
※健康ポイント対象事業です（3 ポイント）。
※災害発生等により中止する場合があります。
時 3 月 17 日㈰ 9:00 ～ 12:00
場 消防本部 2 階講堂

（駐車場：庁舎北側訓練塔敷地内、複数名
でお越しの場合は乗り合わせ願います）

定 30 人（先着順）
料 無料
問 消防署救急係（☎ 54-4212   内線 217）

ハンドメイド体験（協働のまちづくり市民提案事業）
作品作りを体験してみませんか？
①：こぎんざしの髪留め（またはブローチ）
②：裂き織の布で作る小銭入れ
時 ① 3 月 14 日㈭、② 3 月 30 日㈯

午前の部 10:00 ～ 12:00
午後の部 13:00 ～ 15:00

（①②ともに午前の部と午後の部があります）
場 桂温泉となりの古民家
定 各回 5 人（先着順）
料 ① 600 円、② 800 円
問 ハンドメイドサークル　代表  馬場

（☎ 080-3145-4071）
※毎週木、金、土曜日（10:00 ～ 15:00）
に裂き織体験も実施しています。ご都
合の良い時間に合わせて行いますので
ぜひご応募ください。

無料簿記講習会を開催します
初心者のための入門簿記講習会です。簿記
に精通した行政書士が丁寧に説明します。
筆記用具と電卓をご持参ください。
時 3 月 28 日㈭ 10:30 ～ 11:30
場 そだなす館 2 階　大会議室
問 青森県行政書士会上三支部

担当：柏崎（☎ 090-1779-3491）

フラワーアレンジメント講座
エディブルフラワー（食用花）を使ったフラ
ワーアレンジメント教室に参加しませんか？
初めての方でも、講師が丁寧に解説します。
※ハサミと作品を入れる袋をご持参ください。
時 3 月 19 日㈫ 18:30 ～ 20:00
場 国際交流教育センター
対 一般（男女問わず）
定 10 人
料 3,000 円
申 3 月 14 日㈭までに下記へ
問 生涯学習課（内線 369）

催し
県立七戸養護学校アンテナショップ
県立七戸養護学校の高等部の生徒が学校で取
り組んでいる学習を広く知ってもらうため、
授業で製作した手芸品、木工品、陶芸品など
の販売を行います。また、接客サービスの学
習として無料のカフェをオープンします。
是非お越しください。
時 3 月 15 日㈮ 10:00 ～ 12:30
場 総合社会福祉センター 1 階　ロビー
問 家庭福祉課（内線 381）

公立ぎんなん寮　春の感謝セール
鉢花や観葉植物などの園芸商品、ハムやソー
セージなどの加工商品を特別価格で販売し
ます。オークションセールや抽選会、先着
100 人へのプレゼントなどもあります。是
非ご来場ください。
時 3 月 16 日㈯、17 日㈰ 9:00 ～ 15:00
場 公立ぎんなん寮

（東北町大字大浦字南平 10-1）
問 公立ぎんなん寮（☎ 56-5121）

行政書士無料相談会
日常生活での困りごとや各種書類の作成、
融資申込手続などについて、行政書士が無
料で相談に応じます。
時 3 月 28 日㈭ 9:30 ～ 11:30
場 そだなす館 2 階　第 2 会議室
問 青森県行政書士会上三支部

担当：柏崎（☎ 090-1779-3491）

募集
国家公務員採用試験のお知らせ
人事院では、国家公務員採用試験を実施します。

【実施試験】
▷総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）
▷一般職試験（大卒程度試験）
▷一般職試験（高卒者試験）
申込方法や受験資格等の詳しい内容につい
ては、人事院ウェブサイトをご覧いただく
か、お問い合わせください。
申 申し込みはインターネットにより行っ

てください。試験により受付期間や試
験日が異なりますので、必ずウェブサ
イトをご確認ください。

問 人事院東北事務局　第二課　試験係
（☎ 022-221-2022）
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

JICA 海外協力隊　2019 年度春募集
独立行政法人国際協力機構（JICA) では、
JICA 海外協力隊（青年海外協力隊・海外協
力隊・シニア海外協力隊）を募集します。
詳しくは JICA 東北ウェブサイトをご覧いた
だくか、お電話でお問い合わせください。
申 受付中～ 4 月 3 日㈬

※原則ウェブサイトからの申し込みです。
　ウェブ応募できない方はお問い合わ
　せください。

対 日本国籍を持つ、1949 年 4 月 5 日～
1999 年 9 月 2 日生まれの方

問 JICA 東北（☎ 022-223-4772）
https://www.jica.go.jp/tohoku/

ⓘ   Information 

■休日救急診療（医科）
診療日 医療機関名 電話番号

3/ 3 ㈰ 下田診療所 0178-56-3116
10 ㈰ みさわクリニック 53-3739
17 ㈰ ひぐちクリニック 50-1441
21 ㈭・㈷ あおぞらクリニック 58-0909
24 ㈰ 青い森こどもアレルギークリニック 58-7400
31 ㈰ 石田温泉病院 0178-52-3611

4/ 7 ㈰ サイトウ整形外科クリニック 58-0252
※受診には電話連絡が必要です。また、都合により当番医が変更となる場合があります。
※診療時間は 9 時から 17 時まで

■医療・介護等無料相談
種　別 実施日 時　間

　■がん・緩和ケア・医療相談   ㈪～㈮   9:00-16:00
　■介護・福祉相談　 予約制

（☎ 51-1375　市立三沢病院地域医療連携室内）

■献血情報
場　所 実施日 時　間

三沢市役所 3/19 ㈫ 10:00-16:00

項　目 　　 実 施 日    （ 対  象  者 ）　 内　容 時　間
　4 か月児健康診査 3/5 ㈫ （H30.11 生） 医師診察・計測など 個別に通知します
　1 歳 6 か月児健康診査 3/14 ㈭ （H29.07 生） 医師診察・計測・フッ化物塗布など 受付 12:45-13:15　2 歳児 歯科健康診査 3/6 ㈬ （H28.10 生） 歯科医師診察、フッ化物塗布など
　3 歳児 健康診査 3/13 ㈬ （H27.08 生） 医師診察・聴覚検査、フッ化物塗布など 受付 12:30-13:00
　6 ～ 7 か月児相談 3/5 ㈫ 計測、育児相談など 受付   9:30-10:00
　両親学級 3/12 ㈫ 沐浴演習など 受付 13:15-13:30

場所：保健相談センター。当日は母子健康手帳をお持ちください。体調不良、感染症等の際は受診をご遠慮ください。

■両親学級、乳児・幼児の健康診査、健康相談

主　催 実 施 日 場　所 問い合わせ先
　三沢地域子育て支援センター ㈷除く㈪～㈯※ 5 東町一丁目 9-19 （チャリティー第二保育園内） ☎ 53-1176
　ぴこりんパーク ㈷除く㈪～㈯※ 5 美野原二丁目 12-19 （三沢第一幼稚園内） ☎ 53-7772
　子育てサロン　ミルキールーム ㈷除く㈪～㈯※ 5 幸町一丁目 7-15 （働く婦人の家内） ☎ 51-1512
　みさわファミリーサポートセンター ㈷除く㈪～㈯※ 5 幸町一丁目 7-15 （働く婦人の家内） ☎ 50-1518
　いちいすくすくルーム ㈷除く㈪～㈯※ 5 春日台二丁目 154-71 （いちい幼稚園内） ☎ 53-7941

※ 5：相談日時はお問い合わせください。

■育児・子育て支援相談

■三沢市の人口（1 月末現在）
男性 19,754 人　 （ －　    12 人）
女性 20,288 人　 （ ＋　      3 人）
総数 40,042 人　 （ －　      9 人）

世帯数 19,417 世帯 （ －      4 世帯）

■認知症簡易チェックサイト - これって認知症？
　http://fishbowlindex.net/misawan/

区　分 実 施 日 時　間 場　所 問い合わせ先　
　■法律相談〔先着 6 名、１名 30 分〕

　法律相談（法テラス青森主催）※ 1 ※２ 3/6、3/20 13:00 - 16:00 市民相談室（市役所１F） 法テラス青森 ☎ 050-3383-5552
　法律相談（市主催）※ 1, ※ 3 3/26 13:00 - 16:00 市民相談室（市役所１F） 広報広聴課 ☎ 53-5111（内線 345）
　法律相談（社会福祉協議会主催）※ 1, ※ 3 3/12、4/9 13:00 - 16:00 社会福祉協議会 ふれあい相談所 ☎ 52-3270

　■行政相談 3/11   9:30 - 12:00 市民相談室（市役所１F） 広報広聴課 ☎ 53-5111（内線 345）

　■人権・困りごと相談 3/14、3/28   9:30 - 15:00
（受付 14:30 まで） そだなす館 人権・困り事相談所 ☎ 52-7083

　■教育相談 ㈷除く㈪～㈮   8:15 - 16:00 国際交流教育センター 教育相談室 ☎ 53-6060
　■警察安全相談 （随　時） 三沢警察署 三沢警察署総務課 ☎ 53-3145
　■犯罪被害者支援相談（☎相談） ㈷除く㈪～㈮   9:00 - 17:00 － 青森県地方検察庁 ☎ 017-722-1234
　■消費生活相談 ㈷除く㈪～㈮   8:30 - 16:30 生活安全課内（市役所 1F) 消費生活センター ☎ 53-5350
　■家庭・児童・婦人相談 ㈷除く㈪～㈮   9:00 - 16:00 家庭福祉課（総合社会福祉センター内） 家庭福祉課 ☎ 53-5111（内線 381）
　■健康相談

　栄養相談、一般健康相談 ㈷除く㈪～㈮   8:30 - 16:30
保健相談センター 健康推進課

☎ 57-0707
　こころのケア相談（☎相談）※ 3 3/4   8:30 - 16:30 ☎ 57-0029　こころのケア相談（面接）※ 1, ※ 3 3/11   8:30 - 16:30

※ 1：事前の電話予約が必要です。※ 2：ご利用には収入・資産の状況により一定の制限があります。※ 3：三沢市民が対象です。

■市民無料相談

■子育て情報サイト - 子育てナビ
　http://misawa-city.mamafre.jp/
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～ 市民の声を市議会に反映 ～
　　  市議会が高校生との意見交換会を実施

　

1
月
29
日
、
市
役
所
大
会
議
室

で
、
市
議
会
が
高
校
生
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
『
三

沢
市
議
会
基
本
条
例
』に
基
づ
き
、

よ
り
市
議
会
に
市
民
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で

す
。今
回
の
意
見
交
換
会
で
は『
み

ん
な
で
考
え
る
20
年
後
の
三
沢
市

の
未
来
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

三
沢
高
校
と
三
沢
商
業
高
校
の
生

徒
計
22
人
が
市
議
会
議
員
18
人
と

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
は
、
市
議
会
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る
青
森
中
央
学
院

大
学 

佐
藤 

淳 

准
教
授
の
進
行
の

も
と
、
議
員
と
高
校
生
を
混
合
し

た
5
～
6
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
『
三
沢
市
を
誇
り
に
思
う

こ
と
、
残
念
に
思
う
こ
と
』『
20

年
後
、
ど
ん
な
大
人
に
な
っ
て
い

た
い
？
』『
そ
の
た
め
に
今
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
歩

は
？
大
人
に
応
援
し
て
ほ
し
い
こ

と
、
大
人
が
応
援
で
き
る
こ
と

は
？
』
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
時
折
グ
ル
ー
プ
の
一
部
を
入

れ
替
え
な
が
ら
話
し
合
う
、
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
と
い
う
手
法
を
用
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
緊
張
し
た
様
子
の
高
校
生

た
ち
で
し
た
が
、
次
第
に
笑
顔
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
意
見
交

換
会
終
了
後
に
は
「
市
の
こ
と
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
得
ら
れ
て

良
か
っ
た
で
す
」「
市
議
会
が
市

を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
良
か
っ
た
で

す
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
も
、「
高

校
生
の
考
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
有
意
義
で
し
た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
、
次
世
代
を
担
う

若
者
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
刺
激
を
受
け
た
様
子
で
し

た
。

市
議
会
基
本
条
例
と
は 

―
―
。

　

市
議
会
や
議
員
の
在
り
方
を
定

め
る
市
議
会
基
本
条
例
は
、
多
く

の
自
治
体
で
制
定
し
て
お
り
、
当

市
で
も
市
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

助
言
や
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を

経
て
作
成
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
こ
の
条
例

を
議
会
の
最
高
規
範
で
あ
る
と

し
、
議
員
に
対
す
る
政
治
倫
理
規

定
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
市
民
の

意
見
を
議
会
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
市
民
団
体
な
ど
と
議
会
報
告

会
ま
た
は
意
見
交
換
会
を
年
１
回

以
上
開
催
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
議
会
活
動
の
活

性
化
や
透
明
性
の
確
保
な
ど
に
努

め
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

  　【 意見交換で出た  
　　　　　　～ 20 年後  どんな大人になっていたい？～ 】

　　・大学卒業後、三沢に戻って来て三沢で就職したい。
　　・地域貢献できる人になりたい。
　　・三沢の良さを伝えていける大人になりたい。
　　・世界を飛びまわりたい。
　　・病気をせず、健康で楽しく暮らしていたい。
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「
広
報
み
さ
わ
」
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
行
事
や
話
題
な
ど
、
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
は
広
報
広
聴
課
ま
で
。
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